
波
を
つ
か
ん
で
風
の
先
へ

　

８
月
18
日
、
第
２
回
獅
子
島
カ

ヌ
ー
大
会
と
、
小
中
学
生
を
対
象
に

し
た
第
28
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
獅
子
島
幣
串
漁
港
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
20
㌔
コ
ー

ス
（
一
般
）
と
、
同
港
を
ス
タ
ー
ト

し
、
薄
井
竹
島
港
を
ゴ
ー
ル
す
る
７

㌔
コ
ー
ス
（
小
中
学
生
）
で
実
施
。

一
般
の
部
に
28
人
、
町
内
の
小
中
学

生
な
ど
59
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
川
添
健
町
長
が
「
獅

子
島
の
海
と
山
を
堪
能
し
、
良
い
思

い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

の
言
葉
を
述
べ
、
選
手
を
代
表
し
て

小
山
只
勝
さ
ん
が
「
最
後
の
一
漕
ぎ

ま
で
全
力
を
出
し
て
、
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
30
分
、
合
図
と
と
も
に

一
般
参
加
者
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
一
般
参
加
者
は
、
一
人
乗

り
や
二
人
乗
り
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
ほ

か
、
一
人
乗
り
フ
ァ
ル
ト
ボ
ー
ト
、

サ
ー
フ
ス
キ
ー
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
カ
ヌ
ー
で
タ

イ
ム
レ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。
コ
ー

ス
は
伊
唐
大
橋
の
下
を
く
ぐ
り
、
伊

唐
島
を
一
周
す
る
長
丁
場
。
タ
イ
ム

を
競
う
選
手
や
、
の
ん
び
り
と
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
選
手
な
ど
思
い
思
い
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
が
ス
タ
ー
ト
し
た
後
、

小
中
学
生
ら
も
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。

全
員
で
横
断
成
功
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
竹
島
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し

た
。
縦
に
長
い
列
を
組
み
、
普
段
見

慣
れ
な
い
海
か
ら
眺
め
る
長
島
の
景

色
を
見
な
が
ら
、
無
事
、
保
護
者
ら

が
待
つ
竹
島
港
に
着
き
ま
し
た
。

　

横
断
の
途
中
、
平
尾
小
６
年
の
江

口
美
紀
さ
ん
は
「
風
が
吹
い
て
少
し

波
が
あ
る
け
ど
、
そ
れ
ほ
ど
き
つ
く

な
い
」
と
、
炎
天
下
の
中
で
も
笑
顔

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。　

獅
子
島
カ
ヌ
ー
横
断
大
会

獅
子
島
流
の
お
も
て
な
し

　

カ
ヌ
ー
大
会
前
日
の
17
日
に
は
、

獅
子
島
カ
ヌ
ー
横
断
大
会
前
夜
祭

が
、
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
島
民
と
一
般
参
加
者
ら

が
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
は
、
島
内
の
民
宿
な
ど
で

調
理
さ
れ
た
海
の
幸
と
焼
酎
で
、
参

加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
獅
子
島
小
中
学
校
の
教
員
ら

に
よ
る
即
席
バ
ン
ド
や
片
側
婦
人
会

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
余
興
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

ま
た
２
日
間
に
渡
り
、
片
側
出
身

の
岩
下
志
緒
里
さ
ん
（
出
水
中
央
高

校
２
年
）
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
準
備
な
ど
運

営
を
手
伝
い
ま
し
た
。
岩
下
さ
ん
は

「
暑
か
っ
た
け
ど
、
地
元
の
イ
ベ
ン

ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
で
き
て

う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

↑ボランティアの岩下さん

↑ゴール目前、最後の一漕ぎまで全力で ↑獅子島沖、子どもらが長い列を組みゴールを目指す

↑波しぶきをあげ、一斉にスタートする一般参加者
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